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第 3 章では溶触 PbO-SiO 2 系中の PbO の活量を測定し，さらにその系に第 3 成分として， CaO , 
A1 2 0 3 , MgO および ZnO を添加した系について Pb 0 の活量変化を求めた結果について述べている。

















1)溶融 Pb0-8i O 2 系中の PbO の活量におよぼす第 3 成分の影響について研究し， A1 2 0 3 と ZnO




合金溶液中の成分の活量を決定している。 Pb ー Bi ， Pb -8 b 系では Raoult の法則より僅かに負
に偏侍し， Pb -Ag 系では大きく正に， Pb -8n 系では僅かに正に偏侍した活量変化を示す乙とを
明らかにしている。
3) 本研究の結果と他の熱力学的数値を用いて鉛の乾式精製における不純物の除去限界について考察し，
物理化学的な検討を行っている。
すなわち本論文は鉛製錬に関連する反応に関与する各種融体の熱力学的性質について多くの新しい知
見を示すとともに，乙の実験技術が工業的にも活用できることを示唆している。
乙のように本論文は学術的にも工業的にも冶金工学の発展iζ寄与するところが大きい。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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